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1．はじめに 
 
 シネマート心斎橋は、2006 年 4 月にオープンした心斎橋アメリカ村にあるアジア映
画を多く上映するミニシアターである。現在は、一つの建物内に 10 スクリーンほどを
持ったシネコンと呼ばれる大きな映画館が主流だが、シネマート心斎橋は、客席 100
席で 2 スクリーンの小さな映画館である。シネコンに比べるとスクリーンサイズも小
さいため、初めて訪れた観客はその空間の小ささに困惑した様子を見せることが多い
（図 1）。 
 
 
 
2．株式会社エスピーオーのアジア映画配給への経緯  
 
 シネマートは現在心斎橋と新宿の計 2 館だが、以前は六本木にもあり、合計 3 館を
株式会社エスピーオー（以下、SPO㈱）が運営してきた。当初は洋画などを配給してい
たが、2002 年に買付け、配給した韓国映画、イ・ビョンホン出演『純愛中毒』（図 2）
が大ヒットし、ここからアジア映画中心の映画館となっていく。『純愛中毒』が上映さ
れた頃、日本は韓流ブームが訪れており、2003 年にはペ・ヨンジュン出演の韓国ドラ
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マ『冬のソナタ』（NHKBS 2003）が、いわゆるヨン様ブー
ムを巻き起こして大ヒットした。また、韓国の人気俳優
ペ・ヨンジュン、イ・ビョンホン、チャン・ドンゴン、
ウォンビンの 4名は韓流四天王と呼ばれ、これも大きなブ
ームとなった。SPO㈱が配給した『純愛中毒』は、四天王
の 1人であるイ・ビョンホン出演も伴って大きなヒットと
なり、この作品をきっかけとして、SPO㈱はアジア映画や
アジアのコンテツを多く配信するようになったのだ。2005
年には「韓流シネマフェスティバル」（図 3）を開催し、特集上映として数多くの韓国
映画を上映した。日本では見る機会のない韓国映画を集め、イ・ビョンホン、チェ・
ジウ、ヒョンビン、チャン・ドンゴン、ソ・ジソなどの有名俳優はもとより、当時ま
だ日本では無名の俳優の発掘も目的とした映画祭であった。 
 
当時はまだシネマート心斎橋が開館しておらず、第 1 回の韓流シネマフェスティバ
ルは SPO㈱が集めた映画をシネ・リーブル梅田にて上映していた。その後、自社で配給
した映画を上映するため 2006 年にシネマート心斎橋を開館し、韓流シネマフェスティ
バルの開催も含めて多くの韓国映画をここで上映するようになる。現支配人である著
者は、このシネマート心斎橋のオープニングスタッフの一人である。 
 
3．シネマート心斎橋と韓国映画の 10 年間 
 
前述したような経緯から、SPO㈱はシネマート心斎橋で多くの韓国映画を自社上映す
るようになったが、次第にその上映数は減少し、2009 年頃には日本国内での第 1 次韓
図 3 「韓流シネマ・フェスティバル」ポスター 
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流ブームに陰りが見えてくる。ま
たこの時代の流れに伴って、韓流
四天王の時代も過ぎていった。 
こうした日本での韓流ブーム
の衰えは 2007 年から 2015 年にか
けてシネマート心斎橋が上映し
た韓国映画作品数グラフ（図 4）
に見ることが出来るが、それでも
当館の韓国映画年間上映数は他
にない本数である。開館当初はア
ジア映画に関して SPO㈱の自社配
給が主であったが、同社が中国映画、台湾映画、台湾テレビドラマなども配給し始め
た頃から他の配給会社からのアジア映画上映依頼が増え、シネマート心斎橋は今なお
アジア映画をメインとする映画館として確立されている。2016 年、2017 年も 2015 年
同様の韓国作品上映数であり、韓国映画を上映していない期間は年間で 2 週間もない
ほど、引き続き絶え間なく上映し続けている。 
 
4．韓国映画とその他のアジア映画の今 
 
『タクシー運転手』（韓国） 
今年（2018 年 6 月現在）のシネマート上映映画のうち、出演作にハズレなしと言わ
れる名優ソン・ガンホ主演の『タクシー運転手』（図 5）がロングラン大ヒットしてい
る。公開初日は 100 席の劇場が満席となり、立ち見も合わせて約 300 名が来場するほ
どであった。昨年上映した『お嬢さん』が来場者約 2800 人、興行収入 350 万円程で、
著者が支配人になって以降これまでにないヒットを感じ
ていたが、この『タクシー運転手』は現時点でそれを上回
る 600 万円程の興行収入を得ており、シネマート歴代上位
の大ヒットである。 
物語は、主人公のタクシー運転手が、光州事件の勃発を
知らずに外国人記者をタクシーで光州に送ることから始
まる。話が進むに連れ次第に光州事件の全容が見え始めて
くる。 
アジア映画に「暗い」というイメージを持つ人もいる
だろうが、この映画はソウルのタクシー運転手をソン・ガ
ンホが愉快に演じていく、コミカルで軽快なストーリーだ。
日本では光州事件を知らない若い世代もが多いが、劇中の
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タクシー運転手が全く事情がわからない立場から少しずつ事件を理解していくことで、
観客と同じ視点でわかりやすく事件の概要が明らかとなってくる。『タクシー運転手』
は各界でおおむね高評価を得ているが、わずかな批判のひとつに、歴史的背景の誇張
が指摘されていた。しかしそれこそが韓国映画の韓国映画たる所以となるエンターテ
インメント性であろう。歴史的な事実を淡々と描くだけではなく、それらを踏まえて
誰が見ても面白い一級のエンターテインメントにまで仕上げているところが、この映
画の大ヒットに繋がっている。 
 
『ミッドナイト・ランナー』（韓国） 
シネマートで上映した『ミッドナイト・ランナー』（図
6）も、2018 年にヒットした韓国映画のひとつである。「バ
ディもの」と呼ばれる人気のジャンルであり、警察学校
に通う陽気な 2 人の学生が偶然ある事件に巻き込まれ、
自ら犯人を追いかける中で様々な状況に出くわしていく。
韓国映画的な愉快な展開で、イケメンでマッチョ（韓国
ではモムチャンと呼ぶ）な旬の役者が出演している。立
ち見が出たほど若い女性に人気であったが、現代韓国の
闇の部分も描かれており、どの年代にも楽しめる映画で
ある。 
 
上記で紹介したどちらの映画にも言えることだが、韓国の映画は今の時代を映し出
すものが多く、政治批判や韓国の貧困問題などにエンターテインメント性を交えて製
作されることが多い。また韓国人は日本人に比べて映画鑑賞率が高く、どの世代にも
受け入れられる内容作りが意識されており、それが動員数に反映してヒット作を生む
ことへと繋がっている。ここが日本と異なる点だろう。日本のスターが出演している
作品は、映画を観客の嗜好に合わせる傾向が製作サイドに伺える。例えば女子中高生
向けの映画ならば、漫画原作で対象世代に人気のあるスターを起用する、といったよ
うに、対象と効果が綿密にリサーチされ、そこから宣伝費や興行収入を算出する。当
然、ストーリーも若い女子中高生に合わせて製作される。 
韓国では、韓国映画の特徴でもある大人が見てもしっかりと楽しめるエンターテイ
ンメントとして映画が製作されているが、このような映画製作は現在の日本では難し
いと感じられる。 
 
『バーフバリ』（インド） 
今回の指定討論者でもある映画配給会社、株式会社ツインが配給したインド映画『バ
ーフバリ』（図 7）は、2018 年上映のアジア映画の中で大ヒットを続けている。    
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インド映画はこれまでシネマートでも何
度も上映してきたが、どれもいまひとつ盛
り上がりに欠ける結果であった。それを踏
まえて『バーフバリ』の今回のヒットを考
察すると、観客の鑑賞方法に以前とは異な
る新しい波が来ていることに気付く。イン
ドには「マサラ上映」があり、踊りのシー
ンで観客が立ち上がって踊ったり歌ったり
しながら映画を観ることが日常的にあるが、
ここ最近は日本でも鑑賞中にスクリーンへ
向かって掛け声をかけたり、クラッカーを鳴らしたり紙ふぶきを撒くなど、「応援上映」
と呼ばれる観客参加型の鑑賞が流行し始めている。こうした『バーフバリ』の人気に
よって、他のインド映画もヒットしている傾向にある。 
 
『新 感染』（韓国） 
前述の株式会社ツインが配給する2017年の大ヒット作
『新 感染』（図 8）は、韓国初の「ゾンビもの」である。
ソウルから釜山に行く列車の中で次々とゾンビパニック
が起きていく。シネマートでの上映がなかったため著者も
公開初日に梅田のシネコンに向かったが、韓国映画という
ことでやはり観客は韓流ブーム世代の年配層が多く、ゾン
ビパニック映画を楽しむ若年層ではないように感じた。し
かし『新 感染』は、ゾンビ映画でありながら「泣ける作
品」として年齢層に関係なく楽しめる内容であり、上映の
最後には場内からすすり泣く声が聞こえるほどの感動作
であった。アジア映画、特に韓国映画には、家族の結びつ
きを強く表現する特徴がありそこが魅力の一つでもある
のだが、この作品もゾンビを主題とするパニックものであ
りつつ家族愛がテーマにある。ゾンビシーンも、西洋のも
のに比べて恐怖感は少なく女性にも見やすい映像になっ
ており、ただゾンビから逃げ惑うだけではない人間ドラマ
がしっかりと描かれている。 
 
『長江 愛の詩』（中国） 
シネマートで上映した SPO㈱配給の中国映画である（図
9）。中国の長江を上流に進む船の船長と若者の物語だが、
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なんと言っても映像が美しい。中国への旅行経験がある年配層に人気があり、４Kで撮
影された美しい風景が魅力である。物語はゆったりとした不思議な雰囲気で進行する
が、長江にダムが出来たことと共に移り変わる時代の流れと、中国の現在を感じるこ
とができる。 
 
『軍中楽園』（台湾） 
現在（2018 年 6 月）、シネマート心斎橋で上映中の台湾
映画『軍中楽園』（図 10）。台湾と中国が争っていた時代、
主人公の男性がある島の精鋭部隊に入隊するが、泳げない
ことが判明して娼館の管理をする部隊に転属された。そこ
での娼婦たちの事情や、時代に翻弄されて生きるしかなか
った人々の運命を描いた青春映画である。 
これもまた、戦争時代の隙間に取り残された人々と、台
湾ではタブーであった公然の秘密である娼館を舞台にした
物語を、今、映画化したことに時代の何かを感じる作品で
ある。 
戦争を描いた映画には 4 文字熟語のようなタイトルが多
く、観客に戦争の歴史的背景の知識を求めるかのような難しい印象を与え、結果、映
画を遠ざけてしまうように感じている。こうしたタイトルを変えていくことで、若い
人たちも受け入れやすい映画にすることがこれからの課題だと考えるが、一方で原題
を好む人々もいる。若い人たちだけでなく、様々な年代に響くタイトルをつけること
で、洋画や邦画と同じように映画を楽しんでもらいたいと願っている。 
 
『修羅の華』（韓国） 
シネマート心斎橋上映の韓国映画『修羅の華』（図 11）は、女性が主人公である。
女性主人公の映画はヒットしにくく観客動員も厳しい傾向
にあるが、韓国映画では今、女性のアクションが流行しつ
つある。これより少し前に公開された『悪女』も、女性が
主人公の見ごたえのあるアクション映画であったが、韓国
映画の流れとしては全体的にアクションとバイオレンスの
ものが多数を占めている。シネマートで上映する韓国映画
はPG指定やR指定の作品が多く子ども向けの上映がないが、
予告編を見てもわかるように、日本の女優ではなかなか見
られない激しいアクションは、女性から見て爽快な映画で
ある。また、これも特徴のひとつであるが、韓国映画には
「とことんやりきる」感じがある。例えば日本映画では、 図 11 『修羅の華』 
図 10 『軍中楽園』 
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大人の事情に巻き込まれた子どもが死ぬ、といったシーンはあまりないが、韓国映画
では子どもが死ぬことで観客の感情に火がつく映画も多い。 
お国柄の違いと言ってしまえばそれまでだが、邦画や洋画では通常子供を助けるよ
うなシーンでも韓国映画ではそれをせず、とことんまで突き詰める傾向がある。こう
した姿勢がより激しいアクションへとつながり、面白い映画となるのである。 
 
『スウィンダラーズ』（韓国） 
韓国映画『スウィンダラーズ』（図 12）は詐欺師をだます
専門の詐欺師の映画であり、主人公の詐欺師を俳優ヒョンビ
ンが演じている。韓国映画には実際に起こった事件を扱った
映画が多いが、この『スウィンダラーズ』も実際のマルチ商
法詐欺事件をベースに映画化されている。先に紹介した『タ
クシー運転手』も光州事件を題材としており、また、財閥の
ナッツリターン事件を基として政治の腐敗を描いた作品は、
事件が起こったその年に公開され話題を呼んだ。こうした世
相を反映した映画は、観客にとってはエンターテインメント
として面白くなおかつ政治や権力への批判も込められ、結果
として興行収入が上がるという形で社会の流れの中に組み
込まれている。エンターテインメントだけのものではなく、時流を映し出すものとし
て制作し、観客もそれを意識して映画を観るのである。 
 
『７号室』（韓国） 
韓国映画『７号室』（図 13）は K-POP アイドルグループ、 
EXO（エクソ）メンバーの D.O.（ディオ）が主演を務めて
いる。EXO は平昌オリンピック閉会式（2018 年）でもパフ
ォーマンスを披露した国民的グループであるが、このよう
なアイドルが主演でも、R指定作品や闇を描いたブラック
な作品を製作するのが韓国映画の面白いところである。韓
流ブームの火付け役であるぺ・ヨンジュンの影響で沢山の
韓国文化が日本に入ってくるようになり、これまで知られ
ていなかった隣の国の文化を知ることができるようにな
った。映画でも同様にこれまでは『JSA』や『シュリ』の
ような超大作韓国映画しか上映がなかったが、現在では韓
国の普通の女の子たちが見ている『７号室』のようなエン
タメ系映画も、沢山日本に入ってくるようになってきている。 
 
図 13 『７号室』 
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『1987、ある闘いの真実』（韓国）（図 14） 
日本では公開前だが韓国では大ヒットした映画であり、
日本でも『タクシー運転手』に並ぶヒット作の予感を持つ。 
腐敗政治を取り上げた民主化闘争の実話を描いた映画
であるが、先にも述べたような、ネガティヴな歴史を取り
上げつつ、それをきちんとエンターテインメントとして成
立させる、という韓国映画製作の特徴をしっかり持った作
品である。 
 
 
 
5．おわりに 
アジア映画の今の流れを作品とともに紹介してきたが、これを機会に何でもいいの
でアジア映画を１作品見てもらいたい。また、その１作品が選びにくい場合は是非シ
ネマート心斎橋へ足を運んでいただきたい。数年前から販売しているシネマート内で
の大ベストセラー『韓国映画この容赦なき人生／鉄人社』には、主要な韓国映画が概
ね掲載され、園子温、宮藤官九郎、オダギリジョーなど、日本の著名な監督、俳優が、
韓国映画がいかに面白いかを熱弁している。こうした著名人が推薦している映画作品
を見ることも、アジア映画を知るきっかけとなるだろう。 
 
（2018年 6月 12日、生活美学研究所本年度第1回定例研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 管 宗 次 
 
指定討論者コメント 
 
映画配給会社 株式会社ツイン 矢 部 佐 織 
 
映画を通じてその国の印象が変わったり、親しみがわいたという人は少なくないと
思います。これほど多様な韓国映画が日本で公開されるようになったのはほんの 12、3
年前｡それまでは、隣国とはいえ少し遠い存在だったように感じられます。実際、私自
身もそうでした。当初から積極的にそれらの映画を紹介・上映してきたのがシネマー
ト心斎橋。お客様との対話や信頼関係をまず大切にする映画館です。横田支配人の今
回のお話には、様々な文化や芸術の橋渡しの場として、もっと広く多くの方に映画館
を活用して欲しいという強い思いが感じられました。そして私たちの仕事には、今の
時代だからこそ、更に多様な近隣諸国の映画を送り出していく必要性があるのだと改
めて思いました。 
図 14 『1987、ある闘いの真実』
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